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前頁の記事に私は賛成、共感します。

知的財産権、知的所有権が多くの企業や個人の間で当然の権利、主張しなければ損をする権利のように思われていることは否定できません。この権利主張はほとんどの場合はお金、利益目的です。社会にとって有益な発明や開発が多くの努力、時間、エネルギー、そして金銭を費やして行われることは事実です。ですから、これらを回収する権利として当然とも思います。企業や個人がちゃんと生活できて次の有益な発明や開発の資金源として権利を主張することは当然だと思います。

しかし、他方でその権利主張のために命を短くせざるを得ない人々、劣悪な環境に身をおいて抜け出せない人々が非常に多く存在するのもまた事実です。

知的財産権、知的所有権の負の部分について、特に前頁のエイズに対する薬の問題について、私自身は2001年、台湾の台北で国連機関であるアジア生産性機構主催のフォーラムに参加する機会をいただき、アジア各国代表者とのフォーラムで同じことを指摘しました。

http://www.kec-intl.com/KEC%20profile%20Forum1.htm　

当時、このフォーラムには日本の家電、情報関係の名だたる10社くらいの大企業から環境担当関係者が出席していました。私が“環境と健康に関しては知的財産権、知的所有権を制限して、例えばエイズで薬を買えず毎日死んでゆくアフリカの人々に手当てできるようにしたらどうか？”と議長（元アメリカ三菱の社長・会長を勤めた木内氏、福沢諭吉の孫の一人）に申し上げました。しかし、反応、返事はありませんでした。まして、企業から派遣されてきた現役の方々や東京大学の先生（彼らは今でも新聞紙上でよく見かけますが・・・）から、反応があるはずもありませんでした。ただ、日本を除く国々、特にフィリピンの代表者、は私に対して、よく言ってくれたと拍手をくれました。

この時のことを私自身も反省して記憶に残すために、翌2002年に執筆を開始して2005年８月にインターネットで無料配布を開始した本「わっ！節電虫が飛んできた！」http://www.kec-intl.com/KEC_profile_book2.htm　の最後の部分、172ページに「5.5.4 有害な知的所有権」として知的財産権、知的所有権に対する私の基本的な考えを述べています。http://www.kec-intl.com/KEC_profile_book_Setsudenmushi.pdf　考え方は今回の記事と同じですから私の思考は恵まれない方々と共有している部分があるのでしょう。

少し重たい話題かもしれませんが、皆さんはどのようにお考えですか？
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2006.05.29　日刊工業新聞 37 面　掲載記事より

















